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二
〇
〇
二
年
六
月
八
日

一
六
時
三

〇
分
か
ら
、
懐
か
し
き
神
田
駿
河
台

の
地

の
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

で
、
白
門
四
人
会
の
第
四
回
総
会

・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
の
設
立
総
会
を
駿
河

台
記
念
館
で
開
催
し
て
以
来
、
第
二

回
総
会
は
卒
業
時
の
ま
ま
の
水
道
橋

理
工
学
部
校
舎
、
第
三
回
総
会
は
本

学
の
都
心
新
拠
点
で
あ
る
市
ヶ
谷
キ

ヤ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
四

年
目
に
駿
河
台
記
念
館
に
も
ど

っ
て

き
た
わ
け
で
す
。

総
会
に
は
今
年
も
岩
手
県
、
長
野

県
、
静
岡
県
な
ど
の
遠
方
か
ら
も
含

め
て
五
二
人
の
仲
間
が
参
加
、
昨
年

同
様
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

総
会

に
先
立

つ
特
別
講
演
会

に

は
、
本
学
学
員
で
本
年
三
月
ま
で
中

央
大
学
研
究
開
発
機
構
助
教
授
を

つ

と
め
ら
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
ア
ウ
ト

ド
ア
番
組
や

「山
と
渓
谷
社
」
の
本

で
お
な
じ
み
の
冒
険
家

・
九
里
徳
泰

氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

九
里
徳
泰
氏
は
、
在
学
中
か
ら
自

転
車
で
の
チ
ベ
ッ
ト
高
原
走
破
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
や
南
米
の
ア
コ
ン
カ
グ
ア
ヘ

の
登
頂
を
達
成
し
、
以
来
世
界

一
〇

〇
カ
国

一
〇
万
キ
ロ
を
人
力
だ
け
で

旅
し
た
経
歴
の
持
ち
主
で
す
。

講
演
で
は

「人
力
地
球
縦
断
」
と

し
て
七
年
か
け
て
南
北
米
大
陸
を
自

転
車
、
徒
歩
、
カ
ヌ
ー
だ
け
で
旅
行

し
た
体
験
を
、
現
地
の
人
々
と
の
交

流
、
過
酷
で
危
険
な
い
く

つ
か
の
体

験
、
各
地
で
起
き
て
い
る
環
境
問
題

な
ど
を
、
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
を
も

と
に
縦
横
無
尽
に
語

っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

日
本
の
社
会
経
済
全
体
が
閉
塞
状

況
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
し
い
現
実

の
な
か
で
戦

っ
て
い
る
会
員
諸
氏
に

と

っ
て
は
、
忘
れ
て
い
た
夢
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
、
元
気
を
与
え
て
く

れ
た
講
演
で
し
た
。
冒
険
家
ら
し
く

誠
実
で
気
取
ら
な
い
九
里
氏
の
話
が

い
か
に
さ
わ
や
か
で
夢
の
あ
る
も
の

で
あ

っ
た
か
は
、
当
日
聞
い
て
い
た

会
員
か
ら
早
速
彼
に
二
件
の
講
演
依

頼
を
行

っ
た
こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
。

依
頼
し
た
会
員
に
よ
れ
ば

「夢
あ
ふ

れ
る
話
で
あ
り
、
ぜ
ひ
特
に
子
供
た

ち
に
聞
か
せ
た
い
」
と
の
こ
と
で
し

た

（九
里
氏
の
講
演
を
ご
希
望
の
方

が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
紹
介
い
た
し
ま

す
）
。一

時
間
の
講
演
が
あ

っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
、
引
き
続
き
利
根
川
永
司

幹
事

（法
）
の
司
会
に
よ
っ
て
総
会

を
開
催
。
議
事
は
事
業
報
告
お
よ
び

決
算
、
そ
し
て
事
業
計
画
お
よ
び
予

算
、
こ
れ
ら
が
横
田
利
久
幹
事
長

（商
）
と
国
領
義
男
会
計
担
当
副
幹

事
長

（経
済
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案

が
あ
り
、
特
段
の
質
問
も
な
く
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
現
在
三
〇
〇
〇
円
と

な
っ
て
い
る
年
会
費
に
つ
い
て
、
数

年
間

一
括
納
入
し
た
場
合
に
は
、
二

役
会
の
定
め
た
基
準
に
よ
っ
て
減
額

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
会
則
改

正
提
案
、
母
校
の
創
立

一
二
五
周
年

事
業
開
始
に
伴
い
、
自
門
四
人
会
と

し
て
も

「推
進
委
員
会
」
を
組
織
し

て
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
旨
の
提

案
が
行
わ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ

て
、
と
ど
こ
お
り
な
く
総
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
も
記
念
館
内

で
、
司
会
堀
井
勉

（理
工
）
・
吉
澤

〈
旧
姓
根
本

〉
史
子

（文
）両
幹
事
に

よ
り
開
催
。
坂
本
賢

一
副
会
長

（経

済
）

の
開
会

の
辞
、
森
雅
明
会
長

（経
済
）
の
挨
拶
の
あ
と
、
佐
藤

〈
旧

姓
峰
越
〉
愛
子
副
会
長

（文
）
の
乾

杯
の
音
頭
で
歓
談

へ
。

い
つ
も
ど
お
り
新
倉
利
明
副
幹
事

長

（経
済
）
が
中
心
と
な

っ
て
準
備

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
開
始
。
今

年
は
司
会
の
堀
井
氏
が
十
分
に
作
り

込
ん
だ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
投
影
に
よ

る
同
好
会
の
紹
介
が
あ
り
、
遠
方
参

加
者
の
紹
介
、
空
く
じ
な
し
の
く
じ

引
き
大
会
な
ど
が
引
き
続
き
行
わ
れ

ま
し
た
。

お
開
き
は
や
は
り
、
校
歌

・
惜
別

の
歌

・
さ
ら
に
元
気
の
で
る
応
援
歌

を
全
員
で
斉
唱
。
恒
例
の
国
領
応
援

団
長
に
よ
る
三
三
七
拍
子
の
あ
と
、

江
川
修
司
副
会
長

（商
）
か
ら
閉
会
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、
楽
し
か

っ
た
二
時

間
は
瞬
く
間
に
す
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

二
次
会
は
、
定
例
懇
親
会
の
会
場

で
あ
る
駿
河
台
下

「藩
　
神
田
小
川

町
店
」
で
。
自
由
参
加
制
に
も
か
か

わ
ら
ず
八
割
近
い
方
が
参
加
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
午
後

一
〇
時
再

会
を
約
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（文
＝
横
田
利
久

・
商
）



あ
い
さ

つ
す
る
森
会
長

大西保学員会長

別表 1
第 1号議案    2001年 度事業報告並びに決算について

九里徳泰氏

別表 2
第3号議案     2002年 度予算実について

平成 14年度「自門48会」予算案

蝙
蝙
蝙
蝙

第

一
号
議
案

二
〇
〇

一
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
に
つ
い
て

・
二
〇
〇

一
年
度
事
業
報
告
に

つ

い
て
は
会
報
５
号
６
号
の
と
お
り

で
す
。

②
⑬

。
二
〇
〇

一
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

第
二
号
議
案

二
〇
〇
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
会
員
相
互
の
交
流

・
親
睦
、
会

の
組
織
強
化
、
母
校
お
よ
び
他
支

部
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
次
の

活
動
を
行
う
。

①

定
例
懇
親
会

の
開
催

（注
１
）

と
各
種
同
好
会
活
動
の
強
化

②

会
員
名
簿
お
よ
び
会
報
の
発
行

③

関
西
支
部
の
設
立

④

母
校
主
催
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ヘ
の
組
織
参
加

⑤

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
と
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
の
活
用

⑥

母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業

へ
の
参
画

⑦

新
規
会
員
の
勧
誘

③

中
央
大
学
学
員
会
他
支
部
と
の

交
流

（注
１
）原
則
奇
数
月

一
二
日

（祝
。日

の
場
合
は
翌
日
。
四
月
は
総
会
準
備

の
た
め
開
催
）
二
〇
時
か
ら
駿
河
台

下

「藩
」
で
開
催

（８
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

第
三
号
議
案

。
別
表
２
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一弔
四
号
議
案

白
門
四
人
会
会
則
の

一
部
改
正
に
つ

い
て

☆
中
央
大
学
学
員
会
白
門
４８
会
会
則

※
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
が
改
正
部
分

第
十
七
条

（入
会
金
、
会
費
）

①
入
会
金
は
１
、
０
０
０
円
と
す

２
つ

。

②
年
会
費
は
３
、
０
０
０
円
と
す

フ

一

。

２
　
一則
項
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、

年
会
費
を
数
年
間

一
括
納
入
し
た
場

合
に
は
、
二
役
会
の
決
定
に
よ
る
予

め
定
め
た
基
準
に
よ
っ
て
、
年
会
費

を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一弔
五
号
議
案

母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業

へ
の

協
力
に
つ
い
て

・
母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
、
中
央
大
学
学
員
会
の

正
式
支
部
で
あ
る
自
門
四
八
会

は
、
母
校
の
発
展
を
願
っ
て
次
の

と
お
り
協
力
す
る
。

①

自
門
四
八
会
に

「創
立
１
２
５

周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委

員
会
」
を
置
く
。

②

白
門
四
人
会
の
総
会
開
催
通
知

に
、
こ
の

「記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
関
連
資
料
を
同
封
し
、
会
員
の

平成13年度「白門48会 」決算報告書
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方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

③

「記
念
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
総
事

業
費
が
三
二
五
億
円
、
う
ち
四
五

万
学
員
に
期
待
さ
れ
る
募
金
目
標

額
が

一
〇
〇
億
円
と
さ
れ
て
い
る

な
か
で
、
自
門
四
八
会
と
し
て
も
、

一
〇
〇
〇
万
円
を
目
標
と
し
て
募

金
を
募
る
。
こ
れ
は
、
三
四
〇
人

会
員

の
う
ち
七
〇
％
の
会
員
が
、

一
人
平
均
五
万
円
ご
寄
付

い
た
だ

け
れ
ば
達
成
し
う
る
額
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。

寄
付
金
は
自
動
振
替
の
利
用
に
よ

る
分
割
納
入
が
可
能
で
あ
り
、
例

え
ば
、
夏
、
冬
、
各
五
〇
〇
〇
円

を
自
動
振
替

に
よ
り
寄
付
す
れ

ば
、
五
年
で
五
万
円
の
寄
付
が
達

成
で
き
る
。

こ
の
募
金
は
、
白
門
四
八
会
を
通

し
て
行

っ
た
場
合
、
そ
の
五
％
が

自
門
四
八
会
に
還
付
さ
れ
る
。
し

た
が

っ
て
、
白
門
四
人
会
の
財
政

基
盤
強
化
に
も
資
す
る
。

白
門
四
八
会
関
西
支
部

の
設
立
に
つ
い
て

白
門
四
人
会
副
会
長

金
子
　
健
治

（法
学
部
）

今
般
の
第
四
回
総
会
に
お
い
て
、

同
期
会
活
動
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た

め
関
西
支
部
設
立
を
決
議
し
ま
し
た
。

現
在
、
各
種
同
好
会
活
動
を
は
じ

め
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
関
東
中
心
と

な
り
、
遠
隔
地
会
員
の
参
加
が
な
か

な
か
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
会
員
拡
充
お
よ
び
交
流
の

輪
を
広
げ
る
た
め
の
第

一
弾
と
し
て
、

関
西
支
部
を
設
立
し
ま
し
た
。
特
に

大
阪

上
示
都

・
兵
庫

・
奈
良

こ
磁
賀

・

和
歌
山
方
面
在
住
の
会
員
の
方
々
に

は
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
参
加

い
た
だ
き

た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
関
西
方
面
在
住
者
で
四
人

会
入
会
資
格
者
が
身
近
に
い
ら

っ
し

や
い
ま
し
た
ら
、
ひ
と
声
お
か
け
し

て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
四
人
会
で
は
こ
の
会
報
に

も
掲
載
の
通
り
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
の
会
に

入

っ
て
初
め
て
知
り
合

っ
た
方
々
の

協
力
で
行
わ
れ
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
春
の

一
ペ
ー
ジ
を
、
同
じ
学
校
で

同
じ
空
気
を
吸

っ
た
と

い
う
共
通
点

だ
け
の
仲
間
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

利
害
や
打
算
等
々
も
な
く
、
心
か
ら

楽
し
め
る
会
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
全
国
各
地
に
支
部
が
で
き

れ
ば
と
、
夢
だ
け
は
膨
ら
み
ま
す
。

そ
の
第

一
弾
と
し
て
の
関
西
支
部
で

す

の
で
、
関
西
方
面

の
会
員

の
皆

様
―
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

関
西
支
部
連
絡
先

〒

６

０

０

１
８

３

２

０

京
都
市
下
京
区
西
洞
院
七
条
上
ル

福
本
町
４
２
５
黒
羽
事
務
所
内

黒

羽

一
記

□
０
７
５
１３
５
３
１
６
７
７
１

回
０
７
５
‐３
５
３
１
６
７
７
３

国
‐ヨ
ユ
ｒ
府
“
」ｏ
，
”◎
∽いを
ｏ【
ｏ
ｏＰ
い
０
」
０

年
次
支
部
代
表
者
等

会
議
に
つ
い
て

白
門
四
人
会
会
長

森
　
雅
明

（経
済
学
部
）

今
回
は
、
学
員
会
の
組
織
に
つ
い

て
、
少
し
書
い
て
な
ま
す
。

学
員
会
の
組
織
は
、
組
織
母
体
別

に
分
け
る
と
、
地
域
支
部
、
年
次
支

部
、
職
能

・
職
域
支
部
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
、
私
た
ち
の
白
門
四
人
会

は
年
次
支
部
に
属
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
各
年
次
支
部
の
横
断
的
な
連

携
組
織
が

「年
次
支
部
代
表
者
等
会

議
」
で
す
。

こ
の
会
議
の
主
た
る
目
的
は
、
母

校
中
央
大
学
の
課
題
や
問
題
点
を
洗

い
出
し
、
年
次
支
部
か
ら
選
出
さ
れ

た
評
議
員
を
通
し
て
大
学
に
意
見
具

申
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

少
し
大
げ
さ
に
書
き
ま
し
た
が
、

「

大
学
の
現
状

・
課
題

・
問
題
点
に
つ

い
て
共
通
の
認
識
を
も
ち
、
よ
り
よ

い
大
学
づ
く
り
の
た
め
の
提
言
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
会
議
は
、
月
に

一
度
く
ら
い

開
か
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ
ご
と
の
研

究

・
意
見
交
換
の
場
と
な

っ
て
い
ま

す
。今

期
は
、
大
学

の
憲
法

で
あ
る

「
基
本
規
定

（会
社
で
い
う
定
款
と

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

問
題
点
の
洗
い
出
し
を
行

っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
中
央
大
学
に
は
総
長
の

ポ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
阿

部
三
郎
理
事
長
が
総
長
職
務
代
行
と

し
て
兼
任
し
て
い
ま
す
。
当
四
八
会

会
報
の
題
字
を
揮
塁
く
だ
さ

っ
た
高

木
友
之
助
総
長
が
二
〇
〇
〇
年

一
月

に
逝
去
さ
れ
て
以
来
、
正
式
な
総
長

が
不
在
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
会
議
で
は
こ
の
総
長
選
挙
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
が
重
ね
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
年
次
支
部
代
表
者
等
会
議

で
は
、
皆
さ
ん
に
す
で
に
お
知
ら
せ

し
て
あ
り
ま
す
が
、
中
央
大
学
創
立

一
二
五
周
年
事
業
の
募
金
方
法
等
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
学
員
会
の
財
政
問
題

・
年
次
支

部
活
性
化
等
、
支
部
活
動
を
行

っ
て

い
く
上
で
の
諸
問
題
の
検
討
を
行

っ

て
い
ま
す
。

こ
う
書
い
て
き
ま
す
と
、
検
討
ば

か
り
や
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
会
議
終
了
後
は
喉
が
渇
き

ま
す
の
で
、
喉
を
潤
し
て
か
ら
帰
る

の
が
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
会

議
の
と
き
よ
り
も
議
論
が
盛
り
上
が

り
、
ま
た
諸
先
輩
の
意
見
を
聞
く
こ

と
も
で
き
、
有
意
義
な
会
合
と
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
支
部
長
で
な
く
て

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
詳
細
を
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
連
絡
を

い
た

だ
け
れ
ば
、
開
催
日

・
当
日
の
テ
ー

マ
等
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

… ……・― ・」
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五
月

一
人
日
、
写
真

・
江
戸
文
化

徘
徊
同
好
会
主
催
で
、
お
じ
ん

・
お

ば
ん
の
原
宿

・
渋
谷
巡
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
員
の

「大
正
の
記
念
物

。
同
潤

会
ア
パ
ー
ト
が
取
り
壊
さ
れ
る
前
に

尋
ね
よ
う
」
の
声
に
衆
議

一
決
。
森

会
長
、
坂
本

・
佐
藤
両
副
会
長
、
新

倉
副
幹
事
長
も
参
加
さ
れ
、
総
勢

一

〇
名
が
明
治
神
宮
脇
の
駅
前
に
集
合
。

企
画
者
の
細
谷
さ
ん
の
先
導
で
竹
下

通
リ

ヘ
と
間
入
と
相
成
り
ま
し
た
。

何
せ
た
く
さ
ん
の
ギ
ャ
ル
の
歩
く

な
か
を
年
齢
不
詳
、
異
質
な
集
団
が

闊
歩
す
る
か
ら
大
変
で
す
。
ケ
バ
イ

広
告

・
看
板
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
ク
レ

―
プ
屋
、
占

い
の
店
等
が
軒
を
連
ね
、

早
々
に

「あ
あ
し
ん
ど
」
で
す
。

横
道
に
そ
れ
、
緑
の
多

い
東
郷
神

社
に
お
参
り
し
、
都
知
事
が
絶
対
？

建
て
る
と
い
う
拘
置
所
用
地

（社
事

大
跡
地
）
を
眺
め
、
喫
茶
店
で
小
休

止

（お
疲
れ
で
す
）
。

次
は
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
で
す
。
表

参
道
は
木
々
の
緑
、
風
薫
る
五
月
の

表
情
で
す
。
蔦
が
色
濃
く
絡
ま
る
ア

パ
ー
ト
は
、
洋
品
、
家
具
、

ヘ
ア
サ

ロ
ン
、
カ
フ
ェ
に
様
変
わ
る

一
方
、

住
ま
う
人
も
多
く
て
驚
き
。
四
〇
２ｍ

程
度
で
天
丼
が
低

い
住
居
は
、
古
の

生
活
を
街
佛
と
さ
せ
、
情
緒
あ
る
風

景
で
す
。

再
び
表
参
道
を
引
き
返
し
、
原
宿

駅
で
成
田
さ
ん
と
合
流
。
代
々
木
公

園
に
向
か
い
ま
す
。
若
者
の
ギ
タ
ー

演
奏
、
ダ
ン
ス
、
学
生
の
ク
ラ
ブ
練

習
を
横
目
に
公
園
噴
水
脇
で
休
憩
。

修
学
旅
行
の
中
学
生
を
し
り
目
に
最

終
目
的
地
の
宇
田
川
町

へ
と
繰
り
込

み
ま
す
。
途
中
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
タ
ジ

オ
見
学
。
結
構
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企

画
で
し
た
。

細
谷
さ
ん
に
感
謝
、
感
謝
。

懇
親
会
は
、
直
行
の
三
名
も
参
加
。

旨
酒
と
料
理
を
堪
能
し
、
つ
か
れ
た

体
を
十
分
に
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
め
で
た
し
、
め
で
た
し
。

行
政
研
究
グ
ル
ー
プ
も
合
同
参
加

，̈一一腸
〓一一一

駐
雛
■
灘
日
好
会

の
予
定
で
し
た
が
、
急
な
呼
び
か
け

で
人
が
集
ま
ら
ず
残
念
。
ま
た
の
企

画
と
多
く
の
参
加
を
期
待
し
、
紀
行

と
し
ま
す
。

（文
＝
溝
口
猛

。
法
）

六
月
二
三
日
、
国
立
劇
場
で
学
員

会
主
催
の

「第
十
四
回
中
央
大
学
に

学
ぶ
留
学
生
と
の
国
際
交
流
の
集
い
」

が
、　
一
時
半
よ
り
行
わ
れ
、
国
際
交

流
同
好
会
と
し
て
森
、
島
崎
、
小
林

（裕
）
の
三
名
が
参
加
し
た
。

第

一
部
は

「
日
本
の
伝
統
文
化
の

理
解
の
た
め
に
」
と

い
う
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
の
も
と
、
歌
舞
伎
観
賞
教
室
に

参
加
し
た
。
公
演
は
、
平
家
女
護
島

～
俊
寛
と

い
う
、
平
家
物
語
の

「俊

寛
」
に
関
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
史

実
で
は
鬼
界
が
島
に
流
刑
に
な

っ
た

俊
寛
は
、
許
さ
れ
ず
に

一
人
島
に
残

さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
劇
で
は

一
旦

は
許
さ
れ
る
が
、
若

い
夫
婦
の
幸
せ

を
願

い
自
分
の
意
志
で
島
に
残
る
、

と
い
う
筋
書
き
で
あ

っ
た
。

第
二
部
は
、
ョ
田
学
生
と
学
員
の

交
流
」
で
、
国
立
劇
場
の
二
階
で
五

時
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

形
式
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
食

事
を
し
な
が
ら
交
流
を
図

っ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
国
の
留
学
生
と
話
を
し
た

が
、
出
身
国
が
主
に
中
国

・
韓
国
を

中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
、
白

人
は
例
外
的
に
数
人
の
フ
ラ
ン
ス
人

が
い
る
程
度
で
あ

っ
た
。

そ

の
た
め
、
英
米
文
学
を
専
攻

し
、
現
在
も
英
語
教
師
の
私
に
は
多

少
不
満
が
残

っ
た
。

そ
こ
で
今
後
は
英
語
圏
に
も
も

っ

と
中
央
大
学
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
か
、
外
国
語

（話
す
英
語
を
中

心
と
し
た
）
学
部
を
新
設
し
て
ほ
し

い
も
の
だ
。
何
と

い
っ
て
も
、
現
在

世
界
を
牛
耳

っ
て
い
る
の
は
、
い
ま

だ
に
英
国

（情
報
）
と
米
国

（軍
事

力
）
な
の
は
明
白
な
事
実
だ
。

で
も
ア
ジ
ア
の
留
学
生
に
は
、
今

の
日
本
の
学
生
に
は
な
い
、
音
の
自

分
た
ち
の
持

っ
て
い
た
の
と
同
様
の
、

学
問

へ
の
真
摯
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

原宿駅前にたむろする参力口者たち

留学生たちと記念撮影

から幼稚園
漑酪脩巾

園長 吉 澤 史 子

東京都杉並区西荻南 1丁 目12-12
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た
。
で
き
れ
ば
日
本
の
若
者
た
ち
の

現
在
の
姿
を
真
似
し
て
ほ
し
く
な
い

と
強
く
思
っ
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
と
も
国
際

交
流
同
好
会
は
、
留
学
生
と
の
交
流

会
に
参
加
し
、
日
本
人
の
本
当
の
姿

を
伝
え
た
い
。

（文
＝
小
林
裕

。
文
）

七
月
六
日
、
昼
過
ぎ
に
Ｊ
Ｒ
桜
木

町
駅
に
集
合
し
、
「
み
な
と
み
ら

い

地
区
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
中
心
と
し

た
散
策
の
後
、
お
腹
を
充
分
に
空
か

せ
て
か
ら
中
華
街
グ
ル
メ
」
と
計
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
施
直
前
に

な

っ
て
急
遠
散
策
の
予
定
を
変
更
。

山
手
の
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
フ
ェ

リ
ス
ホ
ー
ル
で
の
同
大
生
涯
学
習
課

主
催
の

「
天
満
敦
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

・
望
郷
の
バ
ラ
ー
ド
他
」

を
、
担
当
の
四
人
会
会
員
石
田
雅
実

氏
お
よ
び
椎
山
ま
ゆ
り
氏

（四
八
会

幹
事
の
配
偶
者
）
の
ご
好
意
で
聴
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

演
奏
は
感
動
的
で
、
心
に
残
る
す
ば

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
い
い
気
分
の
ま
ま
、
徒
歩
で

元
町
を
横
切
り
目
的
地
の
中
華
街
の

ほ
ぼ
中
央

「重
慶
飯
店
本
店
」
に
向

か
い
、
本
場
の
四
川
料
理
を
堪
能
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
重
慶
飯
店
で

の
お
世
話
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
井

沢

・
水
野
両
幹
事
の
ご
尽
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
ピ
リ
ッ
と
香
辛
料
の

効
い
た
料
理
に
参
加
者

一
一
名
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

横
浜
中
華
街
グ
ル
メ
は
毎
年
定
例

化
す
る
と
の
こ
と
で
、
来
年
の
開
催

に
期
待
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
終

了
し
ま
し
た
。

（文
＝
小
松
田
貞
利

。
法
）

静
歯
■
殿
器
一一＝Ｉ
一

わ
が
同
好
会
は
、
文
字
通
り
中
央

大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
各
部
を
応
援
す
る

会
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
硬
式
野
球

・
ラ
グ
ビ

ー
等
の
応
援
に
駆
け

つ
け
殆
ど
勝
利

と

い
う
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

た
だ
今
年
は
、
「
あ

い
つ
」
が
来

る
と
相
当
の
確
率
で
負
け
る
と

い
う

ジ
ン
ク
ス
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
会
員

が
出
現
し
た
た
め
、
こ
の
と
こ
ろ
勝

率
が
落
ち
て
い
る
の
が
悩
み
の
タ
ネ

で
す
。

さ
て
、
中
央
大
学
ス
ポ
ー
ツ
も
、

司
法
試
験
合
格
者
数
と
も
ど
も
多
摩

移
転
以
来
低
迷
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
硬
式
野
球
部
の

一
部
リ
ー
グ
復

帰
、
水
泳
の
イ
ン
カ
レ
九
連
覇
等
々

こ
の
と
こ
ろ
新
聞
紙
面
を
に
ぎ
わ
す

よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
阿
部
捕
手

の
大
活
躍
は
わ
れ
わ
れ
卒
業
生
の
み

な
ら
ず
、
現
役
学
生
に
と

っ
て
も
大

い
に
刺
激
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

い
か
に
も
慶
大
と

い
っ
た
雰
囲
気

の
高
橋

（由
）
選
手
の
い
な
く
な

っ

た
三
番
を
任
さ
れ
た
、
こ
れ
ま
た
い

か
に
も
中
大
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま

の
地
味
な
阿
部
捕
手
が
派
手
な
サ
ョ

ナ
ラ
試
合
を
何
度
も
演
出
す
る
の

は
、
本
当
に
痛
快
で
し
た
。
派
手
さ

は
な
い
け
ど
、
こ
こ
ぞ
と

い
う
時
底

力
を
出
す
頼
り
に
な
る
中
大
Ｏ
Ｂ

・

Ｏ
Ｇ
の
特
質
そ
の
も
の
な
の
で
す
か

らヽ
。阿

部
捕
手
の
大
活
躍
を
機
会
に
中

大
ス
ポ
ー
ツ
各
部
の
ま
す
ま
す
の
発

展

・
奮
闘
に
よ
り
、
学
生
に
は
勇
気

と
自
信
を
、
卒
業
生
に
は
大

い
な
る

喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
、

わ
が
同
好
会
は
応
援
に
勤
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
季
節
、
各
競
技
に
お
い
て
秋

季
リ
ー
グ
戦
等
々
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
日

・
月
曜
日
の
新
聞
朝
刊
ス

ポ
ー
ツ
欄
を
注
目
し
て
み
て
い
て
く

だ
さ
い
。
き

っ
と
、
中
大
の
二
文
字

が
大
き
く
目
に
入
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
興
味
が
湧
い
た
ら
ぜ
ひ
ス
タ

ン
ド
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
東
都
大
学
野
球
秋
季

リ
ー
グ
戦
は
九
月
七
日
に
開
幕
。
中

大
は

一
八
日
の
対
青
学
戦
か
ら
登

場
。　
一
勝
二
引
分
と
ま
ず
ま
ず
の
ス

タ
ー
ト
。
投
手
陣
は
大
黒
柱

の
芦

川
、
復
活
し
た
古
岡
の
二
枚
看
板
が

揃
い
、
安
定
し
た
試
合
運
び
が
期
待

で
き
ま
す
。
問
題
は
打
撃
陣
で
す
が
、

相
手
が
二
線
級
投
手
な
ら
底
力
を
見

せ
ま
す
の
で
、
今
後
の
上
昇
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
国
リ
ー
グ
の
東
都
は
、
最
後
の

最
後
ま
で
優
勝
校
が
決
ま
ら
な

い
厳

し
い
戦
い
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
ど
う
か
ご
声
援
の
ほ
ど
を
。

ま
た
、
今
秋
は

一
一
月
二
四
日
、
東

京
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
で
ラ
グ
ビ
ー

部
対
日
大
戦
を
観
戦
し
ま
す
。

応
援
勝
率
を
落
と
す
会
員
を
上
回

る
、
大
勢
の
勝
ち
運
を
も

っ
た
会
員

の
皆
様
の
ご
観
戦
を
お
願
い
し
ま
す
。

（文
＝
金
子
健
治

。
法
）

●
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釣
同
好
会
は
、
昨
年
度
は

一
一
月

に
第

一
回
の
大
会
を
開
催
し
、
そ
の

産
声
を
あ
げ
、
ま
だ
ま
だ
会
員
は
少

な
い
の
で
す
が
、
釣
リ
キ
チ
な
会
員

に
よ
り
三
回
の
大
会
を
開
催
で
き
ま

し
た
。

今
年
度
は
五
回
の
大
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
う
ち
す
で
に
実

施
し
ま
し
た
第

一
回
、
第
二
回
の
大

会
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
残
り

の
三
回
の
大
会
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

大
会
に
は
、
徐
々
に
参
加
さ
れ
る

方
が
増
え
て
お
り
、
同
好
会
と
し
て

仕
立
船
が
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と

い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
夢
で
あ
り

ま
す
。
初
心
者
の
方
も
ど
う
ぞ
気
後

れ
な
く
、　
一
度
釣
り
の
楽
し
さ
を
満

喫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ほ
か
の
同
好
会
と
の
共
同

企
画
も
ど
ん
ど
ん
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
メ
同
好
会
と
の
共
同
企
画
と

し
て
、
第

一
回
大
会
を
七
月
二
七

日
、
一暴
高
尾
浅
川
の
ほ
と
り
に
あ
る

「
浅
川
国
際

マ
ス
釣
場
」
で
九
名

の

参
加
者
を
得
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

釣
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
釣
り
上
げ

た
ニ
ジ

マ
ス
を
、
グ
ル
メ
同
好
会
の

メ
ン
バ
ー
が
手
配
し
た
食
材
と
と
も

に
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
で
食
べ
よ
う
と

い

う
企
画
で
す
。

マ
ス
釣
り
組
は
五
人
参
加
。
八
時

三
〇
分
高
尾
駅
北
口
に
集
合
、
バ
ス

で
釣
場
に
直
行
。
い
く
ら
餌
で
釣
を

開
始
。

コ
ツ
を
飲
み
込
む
と
あ

っ
と

い
う
間
に
参
加
人
数
分
の
マ
ス
を
釣

り
上
げ
、
手
分
け
し
て
マ
ス
の
内
臓

を
取
り
、
ウ
ロ
コ
落
と
し
を
行

い
、

バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
組
を
待

つ
こ
と
に
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
組
の
四
人
は
、　
一

〇
時
に
高
尾
駅
南
口
に
集
合
。
近
く

の
ス
ー
パ
ー
で
食
材
と
飲
み
物
を
購

入
。　
一
一
時
に
到
着

・
合
流
。

当
日
は
三
五
度
近

い
猛
暑
、
汗
を

か
き
か
き
炭
で
食
材
を
焼
き
、
ビ
ー

ル
を
浴
び
る
よ
う
に
飲
み
ま
し
た
。

バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
っ
て
こ
ん
な
に
美

味
し
い
の
か
と
再
認
識
。
特
に
美
味

し
く
感
じ
た
の
は
、
岩
下
さ
ん
が
作

っ
た
焼
そ
ば
。
合
フ
を
う
ま
く
使
い
、

肉

・
野
菜

・
そ
ば
を
炒
め
た
料
理
は

絶
品
。

食
後
は
釣
場
の
ほ
と
り
で
水
に
浸

か
り
、　
一
時
の
休
憩
。
子
供
時
代
な

ら
体
中
水
に
浸
か
り
た
い
と
こ
ろ
。

川
遊
び
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
残
念

で
し
た
が
、
緑
の
山
の
中
で
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
は
、
た
い
へ
ん
楽
し
い
も

の
で
し
た
。

第
二
回
大
会
は
、
九
月
二

一
日
、

小
田
原
早
川
港
み
や
じ
丸
か
ら
の
イ

ナ
ダ
釣
り
で
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
初
参
加
の
二
名

を
加
え
て
六
名
と
、
白
門
釣
楽
会
の

会
員

四
名

の
、
合
わ
せ
て

一
〇
名

で
、
船
を
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
朝
七
時
に
Ｊ
Ｒ
早
川
駅
に
集

ま
り
、
船
宿
に
。
七
時
三
〇
分
河
岸

払

い
。
船
頭
の
指
示
に
従

い
竿
釣
り

の
者
、
か

っ
た
く
り
釣
り
の
者
が
船

下
に
仕
掛
け
を
下
ろ
し
、
し
ゃ
く
り

な
が
ら
当
た
り
を
待

つ
も
の
の
、
な

か
な
か
本
命
の
イ
ナ
ダ
が
釣
れ
な
い
。

船
同
士
の
無
線
で
も
イ
ナ
ダ
は
上
が

つ
て
い
な
い
よ
う
す
。

そ
れ
で
も
参
加
者
は
、
仕
掛
け
を

下
ろ
し
懸
命
に
し
ゃ
く
り
を
続
け
、

「
魚
が
揚
が

っ
た
」

の
声
も
。
釣
れ

た
の
は
ア
ジ
、
サ
バ
、
ソ
ー
ダ
カ
ツ

オ
な
ど
。
イ
サ
キ
、
カ
サ
ゴ
も
型
は

み
ま
す
が
、
結
局
イ
ナ
ダ
は
釣
れ
ず

じ
ま
い
。

二
時

に
沖
上
が
り
、
船
宿
に
戻

り
、
他
船
の
イ
ナ
ダ
の
釣
果
を
聞
く

と
同
じ
よ
う
に
苦
戦
し
て
い
た
と
の

こ
と
。
わ
が
船
で
も
イ
ナ
ダ
は
上
が

ら
ず
、
竿
頭
は

一
七
匹
と
低
調
で
し

た
。
な
か
で
は
初
め
て
海
釣
り
に
挑

戦
し
た
堀
井
さ
ん
の
健
闘
が
光
り
、

型
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

当
日
夜
は
、
中
大
湯
河
原
寮
に
宿

泊
し
懇
親
会
を
行

っ
た
と
こ
ろ
岩
手

か
ら
小
田
島
さ
ん
も
駆
け

つ
け
、
岩

手
で
釣
り
大
会
を
し
よ
う
と
、
怪
気

炎
を
あ
げ
ま
し
た
。

寮
に
は
温
泉
も
あ
り
、
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
五
回
も
入

っ
た
人
も

い

た
と
か
。

朝
食
後
、
再
度
の
懇
親
会
を
約
し

て
解
散
し
ま
し
た
。

（文
＝
石
坂
隆

・
法
）

父
の
入
院

・
不
幸
と

い
ろ
い
ろ
あ

わ
た
だ
し
か

っ
た
の
で
、
四
八
会
も

し
ば
ら
く
遠
ざ
か

っ
て
い
た
の
で
す

が
、
同
好
会
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き

次々とマスを釣り上げる会員たち
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参
加
す
る
気
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
翌
日
は
父
の
四
十
九
日
で
、

日
程
は
重
な
ら
な
い
も
の
の
、
土
日

と
行
事
が
続
く
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

最
初
の
総
会
の
と
き
も
そ
う
で
し
た
。

土
曜
日
が
四
八
会
の
総
会
で
、
日
曜

は
中
学
の
同
窓
会
。
そ
の

一
週
間
後

に
は
乳
ガ
ン
の
手
術
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。

中
学

の
同
窓
会
に
出
席
し
た
ら
、

先
生
も
直
腸
ガ
ン
手
術
を
受
け
た
と

う
か
が
い
ま
し
た
。
ガ
ン
で
亡
く
な

っ
た
同
級
生
も

い
て
、
人
生
五
十
年

と
い
う
言
葉
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た

（私
は
当
時
四
九
歳
）
。

い
ま
ま
で
の
道
程
よ
り
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
方
が
短

い
の
だ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
仕
事
や
家
事
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
出

会

っ
て
有
意
義
な
も
の
に
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

同
じ
学
校

の
卒
業
生
と
は

い
え
、

中
学
と
違

っ
て
知
ら
な
い
人
た
ち
ば

か
り
で
、
話
に
入

っ
て
い
け
る
か
、

最
初
は
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
話
を
す
る
人
が
少

し
ず

つ
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
徘
徊
は
、
赤
門
の
本
郷

・

東
大
か
ら
、
自
門
の
駿
河
台

。
中
大

ま
で
と

い
う
面
白
そ
う
な

コ
ー
ス
な

の
で
参
加
し
ま
し
た
。

午
後

一
時
、
本
郷
三
丁
目
駅
に
集

合
し
た
と
き

「文
京
区
案
内
図
」
と

い
う
文
字

の
小
さ
な
地
図
を
配
ら

れ
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
出
発
し
ま
し

た
。
事
前
の
案
内
で
は
本
郷
三
丁
目

か
ら
樋
口

一
葉
旧
居
跡
と

一
葉
記
念

館
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ

か
そ
こ
を
パ
ス
し
て
東
大
の
赤
門
を

潜
り
三
四
郎
池
、
安
田
講
堂
を
外
か

ら
見
て
東
大
病
院
、
東
大
グ
ラ
ウ
ン

ド
両
サ
イ
ド
を
駆
け
抜
け
、
湯
島
天

神

へ
。

湯
島
天
神
前
の
喫
茶
店

「
が
ま
ぐ

ち
や
」
で
小
休
止
。
会
員
と
の
話
が

弾
み
ま
し
た
。
こ
の
店
は
昔
の
レ
コ

ー
ド
な
ど
古
い
物
が
置
い
て
あ
り
、
以

前
は
袋
物
を
売

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

次
に
立
ち
寄

っ
た

「
お
り
が
み
会

館
」
で
は
、
館
長
の
小
林

一
夫
氏
か

ら
直
々
に
折
り
紙
を
伝
授
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
赤

い
紙
を
裏
返
し
て

折

っ
た

「動
く
唇
」
は
余
興
に
使
え

そ
う
な

ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
の
折
り

紙
。
ま
た
祝
い
事
に
使
え
る
格
調
高

い
折
り
鶴
の
折
り
方
も
披
露
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
神
田
明
神
で
集
合
写
真
を

撮
り
、
土
産
物
屋
で
甘
酒
を
飲
ん
で

か
ら
、
湯
島
聖
堂

へ
行
き
ま
し
た
。

夕
暮
れ
の
聖
堂
は
木
々
の
茂
み
で

一

写
真
同
好
会
は
ヤ
ド
カ
リ
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
他
同
好
会
の
企
画
の

尻
馬
に
乗
り
、
つ
い
て
い
っ
て
写
真

だ
け
撮
る
。
こ
れ
が
今
年
の
基
本
方

針
。
で
も
、
撮
る
だ
け
で
は
進
歩
が

層
暗
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
り
上
が
り
ま
し
た
。

聖
橋
を
渡
る
と
、
四
年
間
通
学
し
　
　
　
参
加
者
は

一
九
名
。
以
前
よ
り
人

た
懐
か
し
い
御
茶
ノ
水
の
駅
か
ら
の
　
　
数
が
減

っ
て
寂
し
い
と
思
い
ま
し
た

道
で
す
。
普
通
な
ら
見
学
不
可
能
な
　
　
が
、
遠
く
か
ら
来
て
く
れ
た
人
も

い

ニ
コ
ラ
イ
堂
も
、
そ
の
後
ミ
サ
が
あ
　
　
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

る
と

い
う
こ
と
で
建
物
の
中
に
も
入
　
　
ま
た
、
い
つ
も
こ
の
よ
う
に
楽
し
い

る
こ
と
が
で
き
、
幸
運
で
し
た
。
学
　
　
会
を
企
画
し
て
く
だ
さ
る
幹
事
の
皆

生
の
こ
ろ
は
毎
日
通
学
し
な
が
ら
見
　
　
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
何

て
い
た
の
に
、　
一
度
も
中
を
見
る
こ
　
　
も
せ
ず
に
参
加
す
る
ば
か
り
で
、
申

と
が
で
き
な
か

っ
た
御
堂
に
。
中
を
　
　
し
訳
な
く
思

っ
て
い
ま
す
。

見
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
思
い
込
　
　
　
た
だ
、
今
回
の
コ
ー
ス
で
樋
口

一

ん
で
い
た
か
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
の
史
跡
に
行
け
な
か

っ
た
の
が
残

旧
中
大

の
跡
地
前
に
あ
る

「
蔵
」
　

念
だ

っ
た
の
で
、
機
会
を
み
て
行

っ

と
い
う
店
で
打
ち
上
げ
を
し
ま
し
た
。
　
　
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
も
唇
の
折
り
紙
を
折

っ
て
盛
　
　
　
　
　
　
　
（文
＝
中
村
洋
子

。
文
）
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な
い
と
い
う
わ
け
で
、
撮

っ
た
写
真

を
見
せ
あ

っ
て
相
互
批
評
を
し
よ
う

と
、
九
月
二
二
日
に
駿
河
台
記
念
館

で
勉
強
会
を
決
行
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
記
念
館
の
談
話
室
は
日

曜
日
使
用
不
可
と

い
う
こ
と
で
、
警

備
の
お
兄
さ
ん
に
追
い
返
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

仕
方
な
く
近
く
の
喫
茶
店
で
写
真

談
義
。
参
加
者
三
名
で
す
か
ら
小
回

り
ど
こ
ろ
か
錐
揉
み
も
で
き
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
写
真
家
は
、
今
年
の
撮

影
テ
ー
マ

「水
」
の
撮
り
方
に
つ
い

て
の
講
義
を
ひ
と
く
さ
り
。
聞
く
側

も
大

い
に
参
考
に
な
り
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
神
田
の

「
や
ぶ
」
で
練

り
味
噌
な
め
な
め

一
杯
。
せ
い
ろ
二

枚
も
旨
か

つ
た
。

（文
＝
榎
本
真

一
・
文
）

湯島天神境内を散策する参加者たち

写真を広げて相互批評をする会員

財産 ・税金 0経営……お気軽にご相談下さい

正確さと敏速さ ′

安藤税理士で安堵致しましょう ′

¬
〓271-0092

千葉県松戸市松戸1408松浦マンション201

あんどう財務 。税務事務所
丁EL 047-3 6 5 - 4 3 7 4

F A X  0 4 7 - 3 6 8 - 9 3 8 1

氏 家 和 彦
〒1100005 東京都台東区上野5丁目17番 5号

TEL 03‐3835‐4328“O FAX 03-3836-2305



白門48会の下記活動は、会員はもとより、会員資格者およびご家族等の 方々にもご参加いただけます。ふるってご参加 ください。

11群:

10月15日Ck)。16日しК) 東都大学野球対日大 学生スポーツ応援会 神宮球場 金子 03-5932-1950

10月26日(土) 屋形船でハゼ釣り 釣 同 好 会 浅草橋 ・田中屋 石坂 03-3817-1976

10月29日Ck)。30日(オく) 東都大学野球対亜大 学生スポーツ応援会 神宮球場 金子 03-5932-1950

11月 1日 (金)～ 白  門  祭 中央大学学生自治会 多摩キャンパス (参 考 )

11月2日 (土)。3日(日) 伊勢駅伝応援ツアー 箱根駅伝応援同好会 名古屋～伊勢間 成田 03-3686-7718

11月12日(火) 定 例 幹 事 会 白   『]  48  `ヽ 駿河台記念館 横田 03-5368-3643

11月 16日 (」L) 大菩薩峠ハイキング ハ イキング同好会 山梨県塩山市 架果   048-882-6254

11月22日(金) 白 門 ゴ ル フ 大 会 中 央 大 学 学 員 会 中山CC (参 考)

11月24日 (日) ラグビー応援対 日大 学生スポーツ応援会 秩父宮ラグビー場 金子 03-5932-1950

12月 3日 (火) 久 里 氏 特 別 講 演 会 国 際 交 流 同 好 会 千葉市民会館 小林 03-3636-1581

12月12日(木) 48会 忘 年 会 白   「]  48  `や プリオール 横田 03-5368-3643

12月29日 (日) 金沢八景沖アジ釣り 釣 同 好 会 米元釣船店 石坂 03-3817-1976

1月 2日 (木)。3日(金) 箱根駅伝応援ツアー 箱根駅伝応援同好会 箱根大平台 新倉 090-3232-6343

1月 14日(メ() 48会 新 年 会 白  F]  48  `ミ 駿河台下 藩 横田 03-5368-3643

2月 8日 (土)。9日(日) 網代沖カワハギ釣り 釣 同 好 会 斉鉄丸 (伊東市) Zヨめ反03-3817-1976

3月 12日(水) 定 例 幹 事 会 白  F]  48  `や 駿河台記念館 横田 03-5368-3643

3月 16日(」L) 写 真 勉 強 会 写 真 同 好 会 駿河台記念館 榎本 045-785-4730

3月 29日(土) 48会 観 桜 会 白   『]  48  ちや 神代植物園深大寺 栞果   048-882-6254

4月 12日(土) 臨 時 幹 事 会 白   『]  48  `ミ 駿河台記念館 横田 03-5368-3643

※このほかにも、2003年春に秩父札所めぐりを予定 しています。(問い合せ先 金子03-5932-1950)

八
月
三

一
日
、
駿
河
台
記
念
館
プ

リ
オ
ー
ル
に
て
事
業
部
会
に
よ
る

「
同
好
会
代
表
者
会
議
」
が
開
催
さ

れ
た
。

出
席
者
は
、
森
会
長

（写
真
）
、

佐
藤
愛
子

（グ
ル
メ
）
・
坂
本
　
（カ

ラ
オ
ケ
Ｙ

金
子

（学
生
ス
ポ
ー
ツ

応
援
）
副
会
長
、
榎
本

。
国
領

。
新

倉

（箱
根
駅
伝
応
援
）
副
幹
事
長
、

溝
口

（地
方
行
政
研
究
Ｙ

小
林
裕

（国
際
交
流
Ｙ

佐
山

（
マ
ジ
ッ
ク
Ｙ

細
谷

（
江
戸
文
化
徘
徊
）
・
堀
井

（
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
各
幹
事
。

後
期
の
同
好
会
の
事
業
日
程
の
調

整
を
行

っ
た
。

（文
＝
新
倉
利
明

・
経
済
）

九
月
二
九
日
、
中
央
大
学
多
摩
校

舎
に
お
い
て
第

一
三
回
中
央
大
学
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、

自
門
四
人
会
も
会
と
し
て
正
式
参
加

し
ま
し
た
。

懇
親
会
の
福
引
で
は
、
商
品
券
を

当
て
た
会
員
も

い
て
、
昨
年
の
テ
レ

ビ
に
続
き
四
八
会
は
福
引
二
連
勝
。

来
年
に
希
望
を
与
え
ま
し
た
。

二
次
会
で
は
、
三
九
会
の
人
た
ち

と
隣
合
わ
せ
、
草
の
根
外
交
を
展
開

し
、
最
後
は
退
官
さ
れ
た
教
授
と
と

も
に
校
歌

・
応
援
歌

・
惜
別
の
歌
の

大
合
唱
。
交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（文
＝
事
務
局
）

吟確生卿 六春や

プデ～浮
γ
ν
軍者猜鍔ア婦不に調鬱`

お申込みは新 倉 酒 店
AM1000～ PM1000 毎週火曜休み

東京都武蔵野市境南町258
TEL 0422‐31 4472 FAX 0422 33 0666

日本人の足は、日本人の手で倉Jりたい。

それが浅草の靴職人です。
OttGwllCOMFORT G・

iOG・ i・B・ a・ B・ a

つ鍮
1紳乳り800から

GiGiBaBa SHOP(店舎甫)
〒1100004 東京都台東区下谷2-24‐11-104 TeL 03-3874‐9615

サカエブロス (本社工場)
〒1110024 東京都台東区今戸2-36-10   Te1 03-3874-9611



前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

会
員
の
相
互
交
流
を
よ
り
活
発
化
す

る
と
と
も
に
、
適
宜
開
催
さ
れ
る
四

八
会
各
同
好
会
等
各
種
行
事
案
内
の

即
時
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
白
門

四
八
会
に
お
い
て
も
、
二
つ
の
形
で

電
子
メ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
中
に
は
四
八
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
中
央
大

学
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク

を
は
る
予
定
で
す
。

①
メ
ー
ル
に
よ
る
行
事
案
内

四
人
会
で
は
、
各
種
同
好
会
活

動
を
活
発
に
行

っ
て
お
り
、
幹
事

会
後
の
全
会
員
を
対
象
と
し
た
定

例
懇
親
会
を
含
め
ま
す
と
、
年
に

三
〇
回
近
く
様
々
な
行
事
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
案
内

を
そ
の
都
度
メ
ー
ル
で
差
し
上
げ

ま
す
。

②

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
開
設

会
員
同
士
の
意
見

・
情
報
交
換

に
よ
る
相
互
交
流
を
深
め
る
た
め

の
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の

行
事
案
内
も
行
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
①
メ
ー
ル
に
よ

る
行
事
案
内
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま

た
は
②
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
ヘ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

（横
田
幹
事
長
ア
ド
レ

ス
）
に
、
本
文
を

「白
門
４８
〈
こ

と

し
て
、
ご
住
所

。
お
名
前

・
①
か
②

の
ど
ち
ら
を
希
望
さ
れ
る
か
を
記
入

し
て
送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
参

加
者
は
、
下
記
の
利
用
規
程
と
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
お
守
り
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「ォ
】
“
Ｏ
Ｓ
Ｉ
こ
∽・ｏゴ
〓
９
Ｆ
，ｏ
・Ｕ

Ｍ
Ｌ
（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）
と
は
？

【
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
解
説
】

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と
は
、
電
子

メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
の
こ
と
で
す

が
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
最
も
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る

「双
方
向
会
話
型

電
子
メ
ー
ル
」
の
利
用
形
態
の

一
つ

で
す
。

Ｍ
Ｌ
の
参
加
者
が
、
電
子
メ
ー
ル

に
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｍ
Ｌ
に
送
信
す

る
と
、　
そ
の
メ
ー
ル
が
メ
ン
バ
ー
全

員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

投
稿
さ
れ
た
メ
ー
ル
に
返
信
す
る

と
、
そ
れ
が
ま
た
全
員
に
配
付
さ
れ

る
事
に
よ
っ
て
、
メ
ン

バ
ー
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立

っ
て

い
き
ま
す
。

昼
夜
を
問
わ
ず
、
２４
時
間
電
子
メ

ー
ル
の
や
り
取
り
が
で
き
ま
す
。
電

話
で
は

相
手
を

「拘
束
」
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
電
子
メ
ー
ル
で
は
、

「自
分
の
好
き
な
時
間
」
に
メ
ー
ル
を

読
ん
だ
り
、
書
い
て
送
る
事
が
で
き

ま
す
。

（複
数
の
人
が
、
同
時
に
情
報
交
換

が
出
来
る
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
）

Ｍ
Ｌ
は
登
録
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
の
、

情
報
交
換
を
行
う
場
と
し
て
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま

す
。

利

用
規

程

＆
基
本
的

な

ル
ー

ル

☆
利
用
規
程
☆

上

Ｍ
」
参
加
者
は
、
自
門

４８
会
会

員
と
す
る
。

２

Ｍ
Ｌ
投
稿
発
言
者
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
は
絶
対
に
禁
止
。

脅
迫
、
嫌
が
ら
せ
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
誹
謗
中
傷
な
ど

は
禁
上
で
す
。

白
熱
し
た
と
き
、
無
視
し
た
り
、

一
方
に
偏

っ
た
発
言
を
し
た
り
す

る
こ
と
は
、
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る

元
で
す
。
不
快
な
内
容
の
投
稿
は

禁
止
で
す
。

３

著
作
権
の
あ
る
も
の
は
、
著
作
権

者
の
承
認
が
な
い
限
り
投
稿
禁
止
。

迷
惑
メ
ー
ル

（ス
パ
ム
）
の
禁
止
¨

本
人
の
了
解
な
し
に
投
稿
し
た
り

招
待
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
で

す
。
迷
惑
メ
ー
ル
用
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
収
集
し
た
り
利
用
す
る

こ
と
も
禁
止
で
す
。

４
．
私
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
利
用
禁
止

※
上
記
利
用
規
程
を
守
れ
な
い
場

合
、
ま
た
は
、
上
記
利
用
規
程

に
抵
触
す
る
と
幹
事
長

（Ｍ
Ｌ

管
理
者
）
が
判
断
し
た
場
合
は
、

そ
の
権
限
で
Ｍ
Ｌ
の
登
録
を
解

除
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

★
Ｍ
Ｌ
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
☆

Ｌ

「件
名
」
に
は
、
発
言
の
主
旨
内

容
を
的
確
に
表
示
す
る
。

２
文
頭
で
は
、
「誰
に
対
し
て
の
発
言

か
Ｌ
自
分
の
名
前
」
を
表
示
す
る
。

た
と
え
ば
…
…

「
み
な
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
、
＠
＠
＠
で
す
。
」

の

よ

つヽ
に
。

３
．
「自
分
の
名
前
＆
名
刺
替
わ
り
に
」

と

い
う
点
で
、
「
署
名
」
を
設
定

す
る
。

４
．
メ
ー
ル
の
送
付
方
法
は

「
テ
キ

ス
ト
形
式
」
と
し
、
「
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

形
式
」
で
は
送
付
し
な
い
こ
と

５
。
「添
付

フ
ァ
イ
ル
」
は
絶
対
に
禁

止
で
す
。

（最
近

の
活
発
な

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
ウ
イ
ル
ス
対
策
上
）

も
し
、
み
な
さ
ん
が
あ
る
時
に

「件

名
な
し
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
付
き
」

の

メ
ー
ル
を
受
信
し
ま
し
た
ら
絶
対
に
、

開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
間
違

い
な

く
９
分
９
厘
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
と
思

っ
て
く
だ
さ
い
。
迷
わ
ず
削
除
し
て

く
だ
さ
い
。
削
除
済
み
の
フ
オ
ル
ダ

か
ら
も
削
除
を
お
忘
れ
な
く
。

補
足

］

ご
利
用
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
必
ず
ウ

イ
ル
ス
防
止
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
ウ
イ
ル

ス
が
蔓
延
す
る
危
険
が
あ
る
か
ら
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　

　

　

　

（文
＝
事
務
局
）

TVゲーム ソフト 新品販売 。中古買取販売

ファミコンショップ

マイテイハウス

〒1770044東 京都練馬区上石神井1-5-11

西武新宿線上石神井(南口)駅前
TEL 03 3920-5825 イ山田

□
¨

病院 ・福祉施設はじめ住宅 。商業ビルの

企画設計 。監理およびコンサルティング

代表取締役 剤田 4斗 孝え な
―級建築士事務所・技術コンサルタント

有限会社シュンラポラ トリー
(事務所)〒169-0075東京都新宿区高田馬場422-46

ザ・テラス503号室
〔
'03-5386-8631 FAX 03‐

5386-8632
e―mailimichio hosoya@nifty ne ip



父
娘

で
ラ
イ
バ

ル

坂

本
　
賢

一
（経
済
学
部
）

卒
業
し
て
二
五
年
目
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
に
招
待
さ
れ
た
あ
の
日

は
、
私
の
生
活
の
大
き
な

エ
ポ

ッ
ク

メ
ー
キ
ン
グ
と
な

っ
た
。

箱
根
駅
伝
と
東
都
大
学
野
球
の
こ

と
は
気
に
な

っ
て
は
い
た
が
、
母
校

中
央
大
学
と
の
接
点
は
、
ゼ
ミ
や
サ

ー
ク
ル
の
Ｏ
Ｂ
会
に
た
ま
に
参
加
す

る
程
度
で
、
多
摩
校
舎
に
も
こ
の
時

初
め
て
訪
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
り
、

ご
く
平
凡
な
卒
業
生
の

一
人
で
あ

っ

た
。そ

の
日
、
白
門
四
人
会
の
存
在
を

知
り
、
母
校
と
の
接
点
を
何
か
持
て

る
き

っ
か
け
が
で
き
そ
う
な
気
が
し

て
、
早
速
会
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
を
決
意
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
四
年
、
ほ
と

ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
幹
事
会
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、
昨
年
副
会
長
と
い

う
重
責
を
拝
命
し
、
四
八
会
は
ま
す

ま
す
自
分
の
な
か
で
大
き
な
存
在
と

な
り

つ
つ
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
わ
が
娘
が

二
年
半
前
に
駒
澤
大
学
に
入
学
し
、

マ
ス
コ
ミ
研
究
会
の

「駒
澤
ス
ポ
ー

ツ
」
に
入

っ
て
主
に
東
都
大
学
野
球

リ
ー
グ
の
取
材
を
担
当
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。
春
と
秋
の
リ
ー
グ
戦
が
始

ま
る
と
、
大
事
な
試
合
の
結
果
を
号

外
で
流
す
た
め
夜
遅
く
ま
で
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
う
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。

や
が
て
娘
の
書

い
た
記
事
の
内
容

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、

つ
い
引
き
込
ま
れ
校
正
の

手
伝

い
ま
で
及
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
と
な

っ
た
。

そ
し
て
つ
い
に
わ
が
中
央
大
学
と

駒
澤
大
学
の
直
接
対
決
の
日
が
や
っ

て
き
た
。
そ
の
頃
の
中
大
は
ま
だ

一

部
に
復
帰
し
た
ば
か
り
で
、
駒
大
に

一
日
の
長
が
あ
り
、
勝
ち
点
を
奪
わ

れ
て
し
ま

つ
た
の
で
あ
る
。

さ
あ
大
変
。
号
外
の
記
事

の
内
容

チ

ェ
ッ
ク
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
保
護

者
と
し
て
駒
大
に
も
応
援
し
た
い
気

持
ち
は
あ
る
も
の
の
、
母
校
中
大
の

負
け
を
知
ら
さ
れ
た
と
き
の
悔
し
さ

と

い
っ
た
ら
こ
の
上
な
か

っ
た
。
こ

の
時
、

つ
い
に
娘
と
の
ラ
イ
バ
ル
関

係
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

自
分
の
在
学
時
代
は
、
む
し
ろ
東

都
大
学
リ
ー
グ
は
中
央
大
学
の
責
金

時
代
で
あ

っ
た
。
野
球
好
き
の
私
と

し
て
は
、
や
は
り
再
び
中
大
が
常
勝

軍
団
と
し
て
大
学
野
球
界
に
君
臨
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
は
、
非
常

に
強

い
も
の
が
あ
る
。
娘
の
通
う
大

学
が
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
大
き
な
目

標
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
い
や
が
上
に
も
興
味
が
沸
き
上

が
る
も
の
で
あ
る
。

娘
も
、
小

・
中
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
や
っ
て
い
た
た
め
、　
一
般
の

女
の
子
よ
り
野
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
興
味
は
強
い
よ
う
で
、
野
球

談
義
は
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
東

都
大
学
野
球
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
心

的
な
話
題
と
な

っ
た
。

ち
な
み
に
、
今
年
の
秋
の
リ
ー
グ

戦
は
、
そ
の
駒
大
が
ま
さ
か
の
二
部

落
ち
で
、
直
接
対
決
が
な
く
な
り
、

寂
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
娘
は
、
神

宮
第
二
球
場
に
場
所
を
移
し
て
取
材

と
応
援
に
青
春
を
か
け
て
い
る
。
ち

ょ
っ
ぴ
り
羨
ま
し
い
気
も
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
正
月
に
行
わ
れ
る
箱
根

駅
伝
に
つ
い
て
も
駒
澤
大
学
は
わ
が

中
央
大
学
の
超
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
と

し
て
、
こ
こ
数
年
は
ト

ッ
プ
に
君
臨

し
て
い
る
。
娘
も
駒
澤
ス
ポ
ー
ツ
の

取
材
と
応
援
の
た
め
、
わ
が
家
の
正

月
は
寝
て
な
ど

い
ら
れ
な
い
。
野
球

の
仇
は
駅
伝
で
と
ば
か
り
大
平
台
の

ヘ
ア
ピ

ン
カ
ー
ブ
で
こ
こ
二
年
ば
か

り
は
気
合
を
入
れ
て
応
援
し
て
い
る
。

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
娘
も
、
大
手
町
で

「
駒
ス
ポ
」
を
配
リ
ス
タ
ー
ト
を
見

送

っ
て
、
鶴
見
中
継
所
で
、
ま
た
平

塚
中
継
所
で
と
、
取
材
と
応
援
を
し

て
い
る
。

伝
説
の
駒
大
藤
田
敦
、
そ
れ
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
中
大
の
エ
ー
ス
藤

原
。
好
敵
手
で
あ
る
大
学
同
士
、
そ

し
て
ま
さ
に
父
娘
で
ラ
イ
バ
ル
の
関

係
に
あ
り
、
娘
と
い
っ
し
ょ
に
盛
り

上
が
れ
る
共
通
の
話
題
が
持
て
る
幸

せ
を
痛
感
し
て
い
る
今
回
こ
の
頃
で

あ
る
。

姜彗 1鬱滅鶴鷲醗

学
ぶ
た
め
に
生
き
る

中
大
と
同
志
社
に
学
ん
で

大

友
　
有

介

（商
学
部
）

生
き
る
た
め
に
学
べ
、
そ
し
て
学
ぶ

た
め
に
生
き
よ

（同
志
社
大
学
の
創

設
期
か
ら
新
島
襄
を
助
け
初
代
学
長

を
勤
め
た
Ｄ

・
Ｗ

・
ラ
ー
ネ
ッ
ト
の

愛
誦
句
）
。

★中堅中小企業経営に即対応。ベンチャー企業の創業、株式公開 。事業計画策定支援、医療経営相談、

会社経営の根幹となる人事制度の構築などあらゆる業種の経営のご相談にお答え致します。

〒980-0821 仙台市青葉区春 日町7-32

E・ メール :inお@misawa～cpa coip

パセオ8階  TEL,022 262 4554 FAX 022 262-4710

URL httpノ /www misawa～cpa co.jp/

株式会社 三澤経営センター
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私
は
、
最
新
の
経
済
学
を
学
び
た

く
同
志
社
大
学
で
社
会
人
大
学
院
生

（経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

・
前
期
）

と
し
て
研
究
す
る
機
会
を
も

つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た

（
一
九
九
九
八
年
）
。

働
き
な
が
ら
他
大
学
で
学
ん
だ
、
大

変
で
も
あ
り
楽
し
く
も
あ

っ
た
二
年

間
を
通
し
て
、
中
央
大
学
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。入

学
後
に
、
同
志
社
大
学
卒
の
院
　
　
藤
宗
幸
先
生
の
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
　
　
り
、
来
春
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大

生
に
出
身
大
学
を
聞
か
れ

「中
央
大
　
　
た

（先
生
は
中
央
大
学
法
学
部
政
治
　
　
学
院
に
留
学
が
決
ま
り
ま
し
た
、
と

学
大
学
院
で
会
計
学
が
専
門
で
す
」
　

学
科
の
ご
卒
業
で

『財
政
破
綻
と
税
　
　

つヽ
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
言

っ
た
と
こ
ろ

「え

っ
―
　
中
央
　
　
制
改
革

（岩
波
書
店
と

な
ど
著
書
　
　
同
志
社
大
学
は
、
Ｎ
子
さ
ん
に
代
表

大
学
で
す
か
。
す
ご
い
で
す
ね
―
」
　

多
数
）
。
終
わ

っ
て
研
究
室
に
戻

っ
　
　
さ
れ
る
よ
う
に
、
学
生
や
学
内
の
雰

と
驚
か
れ
ま
し
た
。
関
西
私
学
き

っ
　
　
た
と
こ
ろ
、
机
の
上
に
“　
一
緒
に
学
　
　
囲
気
に

″華
″
が
感
じ
ら
れ
る
大
学

て
の
名
門
、
同
志
社
大
学
の
方
に
こ
　
　
園
祭
に
行
き
ま
せ
ん
か
“
と
い
う
メ
　
　
で
し
た
。
中
央
大
学
は
創
立
以
来
諸

の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
中
央
大
　
　
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
英
語
の
　
　
先
輩
が
築
き
上
げ
て
き
た
質
実
剛

学
の
実
力
が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
　
　
授
業
で
同
じ
ク
ラ
ス
の
Ｎ
子
さ
ん
で
　
　
健
、
実
学
重
視
の
、
わ
が
国
有
数
の

を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
　
　
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
力
大
学
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い

同
志
社
大
学
大
学
院
で
は
財
政
学
　
　
　
彼
女
は
、
同
志
社
大
学
卒
で
、
い
　
　
ま
す
が
、
私
に
関
し
て
い
え
ば
実
力

を
専
攻
し
、
日
本
の
戦
後
に
お
け
る
　
　
つ
も
私
を

「が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
　

を
も

つ
と
上
げ
る
こ
と
と
、
こ
れ
か

利
益
誘
導
政
治
を
研
究
し
ま
し
た
。
　
　
と
励
ま
し
て
く
れ
た
方
で
す
。
日
本
　
　
ら
少
し
で
も

″華
″
の
あ
る
人
間
に

な
つ
か
し
い
あ
の
頃

※
学
生
時
代
の
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

働
き
な
が
ら
の
勉
学
で
し
た
の
で
、　
　
三
大
名
城
の
所
在
地
の
あ
る
都
市
の

最
初
は
勉
強
時
間
が
足
り
な
く
て
大
　
　
が
」
出
身
で
、
お
城
名
を
冠
し
た
ミ
ス

変
で
し
た
。
そ
こ
で
睡
眠
時
間
を
削
　
　
○
○
嬢
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
大

る
し
か
な
い
と
思
い
、
睡
眠
時
間
を
　
　
変
美
し
い
女
性
で
、
ま
た
成
績
も
優

二
時
間
に
し
、
徹
夜
も
数
え
切
れ
な
　
　
秀
と
い
う
、
ま
さ
に
才
媛
と
呼
ぶ
に

い
ほ
ど
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
　
　
ふ
さ
わ
し
い
女
性
で
す
。

勉
強
も
頑
張
り
、
数
科
目
で

一
番
を
　
　
　
彼
女
と
軽
音
楽
ク
ラ
ブ
の
演
奏
を

取
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
き
に
行
き
、
本
当
に
楽
し
い
ひ
と

こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
　
　
時
で
し
た
。

た
。
秋
の
学
園
祭
で
政
治
学
者
の
新
　
　
　
そ
の
彼
女
か
ら
先
日
お
電
話
が
あ

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
に
四
人
会

で
お
会

い
し
た

方

々
に
も
成
功
し
て
お
ら
れ
る
方
、

大
変
な
ご
苦
労
を
し
て
こ
ら
れ
た
方

な
ど
お
ら
れ
ま
し
た
。
他
の
会
員

・

卒
業
生
の
皆
様
も
同
様
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

幸
田
露
伴
が
次
の
よ
う
に
言

っ
て

い
ま
す
。
〈
人
に
は
先
天
的
運
命
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
生

の
す
べ
て
が
そ
の
運
命
に
支
配
さ
れ

る
と
み
る
の
は
誤
り
だ
。
そ
の
人
の

心
が
け
や
努
力
、
そ
の
行

い
か
ら
生

じ
て
く
る
人
生
の
姿
は
、
後
天
的
運

命
と
い
っ
て
よ
い
。
自
分
の
あ
た
え

ら
れ
た
運
命
を
、
修
養
努
力
し
て
切

り
開
い
て
、
よ
き
方
向

へ
進
む
こ
と

こ
そ
真

の
立
派
な
生
き
方

で
あ

ろ

つヽ
〉。

さ
あ
、
私

の
人
生
も
こ
れ
か
ら
だ
。

が
ん
ば

る
ぞ
、
と

い
う
思

い
に
満
ち

溢
れ
て
お
り
ま
す
。

佐藤愛子さ雄 )と課葬羹鶏章で,EW

キ:I:::[:31:1):1,)

〒2600014千葉市中央区本千葉町4-14内 海ビル2F

TEL 043-221-4060(イt)FAX 043 221 4061

弁護士大 友 道 明

大友法律事務所

八 ― ブ を 主 原 料 と した 栄 養 補 給 食 品 で す

世 界 54カ 国 で 愛 用 さ れ て い ま す

自 然 治 癒 力 を 最 大 限 に 引 き 出 し ま す

全製品には30日以内全額返金保証制度があります

ディストリビューター 安 藤 IE 敏
問い合わせはFA×でお願いします>囲 047‐368…9381

私は1カ月で体重5キ ロ減少、ウエス ト5センチ減少しました



会費納入についてのお願い

中央大学 白門48会会計部

会員の皆様には 「白門48会Jの 活動に格別のご

高配をいただき、厚 く御礼申し上げます。

さて、会の運営は会員の皆様の会費によつてま

かなわれております。今年度は、会倉1立4年 目と

なりますため、当初3年分の会費を一括納入 (入

会金を含めて1万円)い ただいた方々にも、新年

度からの会費をご納入いただくこととなります。

つきましては、会費更新 ・未納の方々に、「払

い込み用紙」を同封させていただきました。会の

円滑な運営のために、会費納入にご協力いただき

ますようお願い申し上げます。

なお、銀行振込ご利用の場合は、下記までお振

り込み願います。

わかしお銀行 阿佐谷支店 普通預金7459559

「白門48会会計 国領義男」
(ハクモンヨンハチカイカイケイコクリョウヨシオ)

白門48会連絡先
住所 ・勤務先変更、新規会員紹介、同好会活

動、お問い合わせ等、何でもご連絡 ください。

白門48会幹事長 横 田 禾り 久

中央大学経理研究所事務室勤務

〒1628473 新宿区市谷本村町42-8

T tt L.03¨5368…3643  FAX.03¨ 5368…3645

Eメ ール  nkyu@tamaiS.Chuo¨u.ac.ip

日
時

中
２
０
０
２
年
５
月
１３
日
①

場
所

中
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨
①
第
四
回
総
会
当
日
の
運
営

と
上
程
議
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

②
会
員
の
維
持

・
拡
大
を
含
む
今
後

の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

③
母
校
の

「創
立

一
二
五
周
年
記
念

プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
」

へ
の
協
力
策
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

日
時

中
２
０
０
２
年
６
月
２
日
①

場
所

一
中
央
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
議
事

中
①
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
同
好
会

の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

②
第
四
回
総
会
の
準
備
状
況
に
つ
い

て
最
終
確
認
し
た
。

日
時

】
２
０
０
２
年
６
月
８
日
ω

場
所

「
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

］
本
日
開
催
の
第
四
回
総
会
の

運
営
と
役
割
分
担
に
つ
い
て
最
終

確
認
し
た
。

日
時

中
２
０
０
２
年
７
月
１２
日
０

場
所

中
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨
①
第
四
回
総
会
の
会
計
報
告

等
事
後
処
理
を
行

っ
た
。

②
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

③
会
報
第
７
号
の
発
行
計
画
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

日
時

中
２
０
０
２
年
９
月
１２
日
Ｑ

場
所

中
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

中
①
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

②
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（９

・
２９
）

当
日
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

③
会
報
第
７
号
の
発
行
準
備
進
捗
状

況
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

会
報
６
号
で
ご
報
告
以
後
に
入
会

さ
れ
た
新
会
員
の
方
々
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

酒
井

（鈴
木
）
真
弓
さ
ん

（法

。
米

国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
在
住
）

手
代
木
俊

一
さ
ん

（文

・
大
田
区
在

住
）

西
村
敏
康
さ
ん

自伝 ・創作 ・詩歌集等自費出版の編集

なみきみち社

代表 榎 本 真 一

〒236-0005 横浜市金沢区並木2-7‐3-610

8045-785‐ 4730

|::』二11

懲

置

轟

灘
灘

蝙
蝙
蝙
蝙

■
総
会
が
終
わ

っ
て
四
カ
月
。

ず
い
ぶ
ん
遅
い
報
告
に
な
り
ま

す
が
、
会
報
七
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
そ
の
後
も
各
同
好
会
は
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

逐

一
ご
報
告
を
し

て
い
る

の

で
、
紙
面
が
こ
ん
な
に
多
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
も
始
め
る
た
め
、
財

政
面
か
ら
も
、
次
号
以
降
ペ
ー

ジ
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

¨̈
爾鍮釉鉤

ｍ
ｐｒ

圏肇轟団皿有限会社オルデイ

代表取締役社長

滝 田 健 司

〒1160014東京都荒川区東日暮里4175

TEL 03‐5615-5088 FAX 03-5615-5089

携帯電話 0902457‐7028
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